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はじめに 
顔の印象評定に関する研究の多くは、顔の各部位の形

状や全体的な構成など顔そのものの特徴に注目し(e. g. 
Vernon Et.al, 2014; Todorov Et.al, 2015)、観察者側の特性に
ついてはほとんど言及されてこなかった。数少ない観察

者の側面を扱った研究では、印象評定における観察者の

性格特性(Little Et.al,2007)や、観察者の観察行動 (徐・松
香,2016)を検討したものがあるが、観察者特性の総合的

な影響については明らかになっていない。本研究では今

まで十分に分析されてこなかった観察者側の要因に焦点

を当て、観察者の観察行動と性格特性がどのように顔の

印象評定に影響を及ぼすかを検討した。 
実験１ 
概要：先行研究では個別に検討されている観察者の観察

行動と性格特性の効果を同一の印象評定課題で収集し、

収集したデータを階層的ベイズモデルを用いて分析した。

また、同じデータを用いて観察行動と性格特性間の関係

性を検討した。 
目的：顔の印象評定に影響する要因として観察行動と性

格特性のどちらがより高い影響力があるのかをモデル比

較を用いて検討した。 
刺激：男女各5名白黒、直視、無表情顔写真を用いた。 
手続き：印象評定の項目が提示されたあと、無作為に選

ばれた刺激画像を3秒間提示した。その後、観察者に各

顔刺激に対する印象評定を求めた。観察時にはアイトラ

ッカーを用いて眼球運動を記録した。この手順を1人の
実験参加者に10回繰り返した。 
結果： 
観察行動要因：観察行動は観察者の性格特性に大きく

影響されていることがわかった。例えば、外向性が高い

人ほど刺激写真が同性の場合には口に多く着目し、異性

の場合では目に多く着目する傾向が見られた。 

	 印象評定要因：モデル比較の結果から、性格特性より

も観察行動を独立変数としたモデルがより高い説明力を

持つことが示された。つまり、異なる性格特性は異なる

観察行動を誘発し、その観察行動が印象形成に影響する

といったプロセスがおこっている可能性が示された。 

実験２ 
概要：実験１では、パラメターの推定が困難であったた

め、観察行動と性格特性を同時に統計モデル組み込むこ

とができず、印象評定における性格特性の影響は観察行

動を介した間接効果のみが検証された。実験２では、観

察行動を制約することによって観察行動の影響を排除し、

印象評定における性格特性の直接効果の検討を行なった。 
目的：視線を誘導する課題を用いて観察者の性格特性と

観察行動が顔の印象評定にどう影響するかを検討した。 
刺激：男女各5名白黒、直視、無表情顔写真を基本刺激
とした。基本刺激に基づき作成した目、鼻、口の誘導刺

激各10枚を使用した。 
手続き：印象評定の項目が提示されたあと、無作為に選

ばれた刺激画像が3秒間提示した。そして観察者には各
顔刺激に対する印象評定を求めた。観察時にはアイトラ

ッカーを用いて眼球運動を記録した。この手順を１人の

実験参加者に40回（誘導刺激30回、自由観察10回）繰
り返した。 
結果： 
図１に示したように、観察行動は実験の計画通りに誘

導されていた。階層的ベイズモデルを用い、モデル比較

を行った結果、視線が誘導された場合、観察行動より性

格特性が高い説明力を持つことが示された。観察行動を

制御することによって観察行動の効果を弱めた結果、印

象評定には観察者の性格特性も有意に影響することが示

された。 

 
図１、参加者の視線分布（左から誘導なし、目誘導、鼻誘導、口誘導） 

まとめ 
	 実験1、2の結果により、性格特性が観察行動に影響を
与え、異なった観察行動が顔の印象に強く影響すること

が示された。また、効果は弱いものの性格特性は印象評

定に直接に影響することも示された。 


